
矢作川・豊川カーボンニュートラルプロジェクト
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柳生川（豊橋市）

乙川（岡崎市）

乙川（岡崎市）
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2資料）国土交通省 【概要】気候変動を踏まえた治水計画のあり方（改訂）

〇 産業県である愛知県の温室効果ガス排出量は全国最多クラス。

ただし、事業者の削減努力により、県内総生産当たりの排出量は低い水準。

○ 産業部門からの排出量は、全国平均(35.1%)を上回り53.1%。

⇒日本一の産業県として、カーボンニュートラルへの取り組みは不可欠

出典：愛知県環境局WEBページ 3
温室効果ガス総排出量の推移

部門別ＣＯ２排出量構成割合

全国平均の約３倍

愛知県の温室効果ガス排出量
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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矢作川・豊川CNプロジェクト
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

プロジェクトの特徴

・矢作川流域・豊川流域をモデルケースとし、“水循環”をキーワードに、流域の関係者が一体と
なり、分野横断・官民連携でカーボンニュートラルの実現を目指す

・治水、利水及び再生可能エネルギー創出（水力発電）を担うダム、省エネが求められる上下水道
及び水源地でＣＯ２を吸収する森林など、流域が持つポテンシャルを最大限に活用する

４

矢作川・豊川ＣＮプロジェクトの推進体制

〇矢作川・豊川ＣＮ推進協議会を設立し、各取組みを関係者一体で強力に後押し
〇協議会には水に関わる関係団体、流域市町村、官民の連携を強化するため、経

済団体も参画

協議会の開催状況

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

５
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４つの視点①
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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４つの視点②
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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４つの視点③④
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

視点 施策 西三河地域（矢作川） 東三河地域（豊川）

1.再生可能エネ
ルギーの創出

1-1.既存水力発電の増強

1-2.水インフラ空間における小水力発電施設の設置

1-3.温度差エネルギーの活用

1-4.水インフラ空間における太陽光発電施設の設置

1-5.バイオマス活用の推進

2.エネルギーの
省力化

2-1.水道施設の再編及び汚水処理の統廃合

2-2.新設時や機器更新時における最新技術の導入

2-3.温度差エネルギーの活用

2-4.その他

3.CO2吸収量
の維持・拡大

3-1.森林・緑地の保全
3-2.循環型林業の推進及び木材利用の促進

4.新技術・新シ
ステム

4-1.上下水道の連携

4-2.水循環マネジメントによる水利用の最適化

4-3.建設工事におけるＣＯ２排出量の削減

4-4.官民によるＣＮに向けた動きとの連携

4-5.その他

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

矢作ダム運用高度化

木瀬ダム小水力発電

矢作川浄化センター太陽光発電(PPA)

菱池遊水地太陽光発電

設楽ダム水力発電

汚水処理の統廃合

豊橋浄水場再整備衣浦西部浄化センター汚泥共同焼却

下水処理の運転水準見直し

森林整備・循環型林業の推進、木材利用の促進

西三河地域にお
ける県と市町等
の上下水道の一
本化

低炭素型コンクリートブロック活用モデル工事

A-IDEAとの連携

水素社会実装に向けた動きとの連携

民間の技術開発の支援

カーボンリサイクルプロジェクトとの連携

水道施設の再編検討
（豊田浄水場など）

県有林における森林クレジット活用

砂防ソイルセメ
ントを活用した
堰堤工事

取組施策

※施策の項⽬は、議論の進展に応じて⼊替、追加 ９

資料5-1：矢作川・豊川CNプロジェクト資料



１０

○ 維持放流水を活用した小水力発電を新設し、ダム管理のカーボンニュートラル化を目指
すとともに、余剰電力の地産地消等により地域におけるＣＮへの意識を盛り上げていく。

〇 2024年度は、余剰電力の地域での活用方法等の検討及び小水力発電設備の設計を実施。

〇 2025年度は、小水力発電設備設置工事に着手する。

小水力発電の設置と、創出した電力を活用した地域づくり
（木瀬ダム）

スケジュール（想定）

発電した電力の活用方法（案）

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

豊⽥市環境学習施設 等

環境学習での活⽤ダム管理のCN化 地域での再エネ活⽤

安定的な
⾃家消費
電⼒の確保

愛知県豊田市
新設管路

発電施設

既設放流管 ⽊瀬ダム全景

発電施設イメージ図

周辺の公共施設、
地域のイベント 等

とよたSAKURAプロジェクト 等

完成後のCO2削減可能量（試算）
約９０t-CO2 /年
※年間発電電力量(想定)×基礎排出係数
=約200MWh×0.439

11

【再エネ】1-2.水インフラ空間における水力発電施設の設置
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県内初の遊水地空間を活用した太陽光発電
（菱池遊水地）

（※県、町、地元関係者で構成）

広田川

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

〇 遊水地の上部空間を有効活用し、ＣＮの推進に加え、地域のにぎわいづくり、自然環境
の保全・創出により地域の魅力の向上を図る。

〇 2024年度は、「菱池遊水地利活用検討協議会※」を設立し、上部利用方針を合意。

県と幸田町で連携協定を締結し(2025年2月)、3月から太陽光発電事業者の公募を開始。

〇 2025年度は発電事業者を決定し、事業着手に向け河川占用手続き等を進める。

スケジュール（想定）

【再エネ】1-4.水インフラ空間における太陽光発電施設の設置

12

①ＣＮ（カーボンニュートラル）ゾーン（約５ha）

・カーボンニュートラルの推進

②公園ゾーン（約８ha）

・地域のにぎわいづくり
③自然環境ゾーン（約６ha）

・河川環境、⾃然環境の保全・創出

広⽥川

湿地環境テニス場 多⽬的グラウンド

スケート
ボードパー
ク

バスケット
ボール場

太陽光発電施設

菱池遊水地の上部利用方針

治水上重要な河川施設である菱池遊水地は、約１９ha（堤防除く）と広大な面積を有
することから、平常時の上部空間の活用は、地域にとっても大きなインパクトがある。

このため、地域のニーズを踏まえ、３つのゾーンに区分して、この空間の効果的な活用
を図っていく。

イメージパース
協定締結式(2025.2.17)
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○ 2024年度は、豊川水系豊川において低炭素型コンクリート製品活用モデル工事を実施中。

加えて、あいくる材※1に「ＣＯ２削減取組資材※2」の評価基準を設定。

〇 2025年度は、モデル工事を継続するとともに、県発注工事の工事成績評価において、
「ＣＯ２削減取組資材」の活用を新たな評価項目として追加し、普及促進を図る。

※1 あいくる材：そのままでは不要物として廃棄されていたものを再資源化し、原料として使用したリサイクル製品。
各認定基準を定め、その基準を満たしたものをあいくる材として認定。

※2 まずはプレキャストコンクリート製品で設定。その他のあいくる材について、引き続き検討する。

低炭素型コンクリート製品の普及促進
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

【新技術・新システム】4-3.建設工事におけるＣＯ２排出量の削減

護岸工事におけるモデル工事

⼄川

低炭素型積ブロック

低炭素型ブロックマット

スケジュール（想定）

モデル工事実施個所セメント

高炉スラグ

水 骨材（砂、砂利）水セメント 骨材（砂、砂利）

通常のコンクリートの構成 低炭素型コンクリートの構成

※あいくる材における「ＣＯ２削減取組資材」はセメントの
５５％以上６０％以下を高炉スラグ等に置き換えた製品。

護岸工事におけるモデル工事 モデル工事実施個所
CO2削減量（試算）
2023～24年度のモデル工事における
実績の平均値

約70t- CO2/年
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※製造時にCO２を多く排出するセメントの一部を高炉スラグ
等に置き換えることでCO２排出量の削減を図る。

ペロブスカイト
薄型シリコン

通常シリコン

約10m

再生可能エネルギーのさらなる普及には、太陽光発電が設置可能なフィールドの拡大が必要

河川（遊水地）堤防の法面は、これまで太陽光発電設備の設置が検討されていない

ペロブスカイト太陽電池等と法面ブロックを一体化した製品を河川（遊水地）堤防法面に
設置する実証実験を実施 （河川以外の法面への展開も期待）

堤防法面へ設置する太陽光発電設備の開発

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

提案者（代表企業）：パシフィックコンサルタンツ株式会社

〇実証実験の目的

堤防機能を損なわない設置方法、発電効率やメンテ
ナンス方法の確認などを行う。

設置箇所イメージ

相見駅

※太陽電池と法面ブロックを一体化（ブロックは低炭素型製品を使用予定）

実証実験のイメージ

水インフラの空間をフィールドとした
民間のＣＮ関連技術開発の支援

実証期間（予定）
2025年4月頃
～2026年3月頃

15

提案８
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矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

（参考）水循環基本計画 ２０２４年８月３０日閣議決定

資料）内閣官房水循環政策本部事務局ウェブサイトより

（参考）水循環基本計画 抜粋 ２０２４年８月３０日閣議決定

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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（参考）官邸訪問および岸田内閣総理大臣との懇談
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

2024年8月28日 官邸訪問状況

〇 ２０２４年７月８日 岸田内閣総理大臣が来県（矢作ダム視察、当プロジェクト説明）

〇 ２０２４年８月２８日 推進協議会構成員等で官邸を訪問。愛知県知事から「矢作川・豊川ＣＮプロジェクト」に
ついて説明。

岸田総理のご発言要旨

「流域単位でのカーボンニュートラル」などの視点を盛り込んだ流域総合水管理を全国の一級水系で取り組んでいく。

愛知県はそのトップランナーとして引き続きご協力をいただければと心から思う。」

１８

2024年7月8日 矢作ダム視察

ご清聴ありがとうございました

１９

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト・シンポジウム（仮称）
を冬ごろに開催！
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